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19. ケーブルと滑車の経路 -  
右のスクワットケーブルを浮動滑車および主要組立品の滑車を通して接続する

右のスクワットフレーム滑車 (6) を一番後ろの穴にスライドさせます (図 19参照 )。

右のスクワットケーブルを滑車 (6) に巻き付けずに誘導し、後部クロスバーの滑車 (7) の下から通して、浮動滑車 8) 
に上向きに通します。図 19に示された矢印に従います。

ケーブルを右のフレームレール内側の滑車 (9) の下から誘導し、次に右の滑車アーム用滑車 (10) の上から誘導し
ます (図 19参照 )。

最後に、手順 18で行ったように、ケーブルの端をボールストップに挿し込み、ケーブルコアを取り付けます。
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19b. ケーブルと滑車の経路 -  
左のスクワットケーブルを浮動滑車および主要組立品の滑車を通して接続する

手順 19を左のスクワットケーブルに繰り返します。
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20.ケーブルおよび滑車の経路
左右のスクワットケーブル端のフックを、図 20に示されたように、レッグエクステンションに取り付けられたフック
に取り付けます。

21.  最終点検
機器を点検し、すべての取付金具がしっかりと締められていること、部品が適切に組み立てられていることを
確認してください。機器に貼り付けられている警告ラベルをもう一度確認してください。
本説明書の最初のページに設けられた欄にシリアル番号を記録してください。本取扱説明書の「安全のため
の警告ラベルおよびシリアル番号」の節を参照してください。

使用前に、組立の目視検査および組立のテストを実施しなかった場合、機器の損傷を招く可能性があり
ます。また、使用者および第三者の重大事故を招く可能性があります。
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